
：毛萱スクリーニング場
：受付免許証／許可書確認
防護装備着用、APD／トランシーバー借用
：出発
：一次立入開始
：一次立入終了
：スクリーニングサーベイ
>13kcpm 拭き取り除染を実施
人・物とも<13kcpm で搬出・持ち出し可
：終了

30

 1年前（2011年11月26日の一時立入時）の線

 量率の幾何標準偏差（1.03）と、同じような幾

 何標準偏差（1.04）となりました。

 セイタカアワダチソウは植物ですから茎や葉

 は水分のかたまりです。その水分が遮蔽材と

 しての効果を果たしているのでしょうか？

 風に揺れたり一方向に倒れたりすると、茎の

 集まりにムラができ、春から夏にかけての線

 量率にバラツキができる。冬には枯れて水分

傾き  が抜け遮蔽効果が無くなりバラツキも無くなる。

R2  そのような事が考えられる測定結果です。

：-μSv（借用APD）
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大熊町一時立入時放射線モニタリング結果（きなやん宅）

：ATOMTEC AT6130C
：9:50～12:10
：平成24年11月23日（金）測 定 日
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測 定 器

測 定 点
測 定 者
被ばく線量

 
：地上1.0m高さ
：（東大和久）きなやん・坂さん

260 373
最  大  値

17.20 13.20

実効半減期

幾何標準偏差 1.17 1.03

0.470471259
-0.000195984切片

'12/5/26
442

20.40
10.40

'11/11/26 '12/3/18

20

40

'11/8/3測定年月日

幾何平均値

最  小  値 13.70

3/11経過日数 145
20.30 16.00

18.17

23.00

18.37

18.90 17.00

'12/10/7 '12/11/23
576 623

13.3715.62
1.26 1.04

1.281150074
1,536d(4.20y)

1.08 1.25

10.40 14.20
15.02 15.58

1

3

4

5
6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

14 16 18 20 22 24 26 28 30


